






















　WHO分類は T3が 3例，T1が 1例，すべて N0M0
であった。病理組織検査は腺癌 2例，線維肉腫 1例，
骨肉腫 1例であった。治療により症状の改善が全例に
おいて認められた。生存期間は 109，246，305（生存
中），549日，生存期間中央値は 275日であり，生存
中の 1例は再発徴候がなく，死亡した 3例の死因は腫
瘍の再増大による局所死であった。放射線障害は急性
障害として脱毛と皮膚色素沈着が 1例で認められた
が，晩発障害は認められなかった。また術後合併症と
して，鼻炎 1例，皮下気腫が 2例で認められたが，早
期に改善した。
【考察】
　今回の 4症例の生存期間中央値は 275日であった。
2002年の RJ Mellanbyらの小分割放射線治療単独では
生存期間中央値が 382日と報告がある。それに比べる
と延命効果は認められなかったが，照射方法や進行度
が違うため一概には比較できない。今回，2例は早期
に再発した。このことは，診断時に予想以上に腫瘍が
浸潤しており外科手術で取り切れていなかった可能性
が考えられる。しかし，残りの 2例は生存期間 549日
の症例や現在も生存しており，手術による確実な切除
が行われれば，局所再発期間を延長できる可能性が示
唆された。今回の治療方法は一時的に臨床症状の改善
が見られ，外科手術による合併症や放射線障害が軽度
なことを考えると，診断時の腫瘍浸潤度を見極め，適
応症例を検討することで，外科療法と小分割放射線療
法を組み合わせることは猫の鼻腔腫瘍の治療オプショ
ンとして考えうると思われる。
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